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 “Creativity is the ability to produce work that is both novel(i.e., original, unexpected) 
and appropriate(i.e., useful, adaptive concerning task constraints).” 






























thinking skills)、モチベーション(motivation)、である(図 2-1)。 
 
        図 2-1 創造性の三つの構成要素 
 
 
                   創造的 
















































  i. 創造的に認知する：他の人と異なるものの見方をする。
② 新しいアイデアを生み出すための発見的方法の知識　
  a. 直感に反するものを行う。
  b. 親しみ慣れているものを異なるものにする。　
　c. ケースを分析して仮説をつくったり、類推を使う、例外の説明を行う、
    矛盾した現象を調べる。
　d. いろいろなアイデアを楽しむ、頭の体操にふける。
③ 創造的な生産をする仕事スタイル
  a. 長い時間、努力と意識を集中する能力。
  b. 生産的な忘却。　
  c. 困難に直面したときの忍耐・しつこさ。
  d. 高いエネルギーレベル、一生懸命働きたい気持ち、高い生産性。
 



































































        表 2-3 各リサーチ戦略とケース・スタディの特徴 
    
リサーチ戦略 リサーチ問題の形態 行動事象に対する制御の必要性 現在事象への焦点





資料分析 誰が、何が、どこで、どれほど なし あり/なし
歴　　　史 どのように、なぜ なし なし
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    注：共通鍵暗号は、送り手と受け手が同一の秘密の鍵を共有することで、第三者に内容が漏れない通
信を可能にする。共通鍵暗号の解読とは、暗号アルゴリズムを知った上で、唯一の秘密情報である
鍵データを推定することである。 






































 松井は、この線形解読法を使って米国の標準暗号 DES (Data Encryption Standard)を解
 15
読することに挑戦するのである。DESは米国国家標準局(National Bureau of Standard)が













① 乱数を用いて 2の 43乗個の平文を作成する。 



































セキュリティや OS のセキュリティをやっていた人が合流して、10 数人でセキュリティを
ビジネスにするというミッションを持った組織、情報セキュリティシステム開発センター















































もある欧州の通信標準化機関 ETSI（European Telecommunication Standards Institute）





























析する（表 3-2-1 (1)）。 
 
１）専門能力 





















































表 3-2-1 (1) 暗号アルゴリズム「MISTY」の開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 


























































































































































































































































増加の一途をたどっている（図 3-1-2 (1)）。 
 












                                                  
1 PAN(Polyacrylonitrile) ポリアクリロニトリル。 
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スポーツ用途









        表 3-1-2 (1) PAN 系炭素繊維メーカーの生産能力 






































 進藤は、1961 年の論文発表に続いて、1963 年 7 月の米国炭素会議に提出した。このあ
と、欧米各国から論文の請求があった。欧米における研究はこの発表が契機になって進め
られた。特に、イギリスでの王立航空機研究所(Royal Aircraft Establishment: RAE)のWatt
らが 1963年秋ころから研究を始めた(進藤，1986)。 




用を急いでいた。イギリス下院科学技術特別委員会(Select Committee of the House of 



























































図 3-1-2 (2) PAN 系炭素繊維の製造プロセス 
 
資料：東レ(㈱ACM技術部(2004)『炭素繊維“トレカ”の歴史』(2004 年 7 月)東レ㈱内部資料． 





















































































図 3-1-2 (3) 東レ「トレカ」の強度向上推移 
  
 注：主部＝「主任部員」、生技＝「生産技術部」、の意味で三井茂雄氏の組織内のポジションを示している。 
資料：東レ 2004 年 7 月 28 日インタビュー時配付資料． 
 
航空機への適用は提携先の UCC社がボーイング、ダグラス社への認定作業を着々と進め
ていた。また、73 年のオイルショックは航空機への CFRP 適用にとって追い風であった。












2004 年から 18 年間の長期供給に関して基本契約を結んだ。この期間中にボーイング社が
当該機種 1,500機を生産する前提で、受注額は約 3,300億円となった（東レ，2004）。
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a. 初期の東レの成功には先輩格の UCC 社と提携できたことは大きい。特にボーイング社の認定、需要開拓に
UCC社の認定、需要開拓に UCC社の果たした役割は大きかった。 
b. 欧州需要に応えてフランスに進出したことも重要であった。欧州は炭素繊維の成形技術で先進地域であり多
くの需要用途の情報を手に入れることができた。エアバスは多量の T300 を使っている。 
３) マネジメントの先を読んだ大胆な決定、サポート 
a. 企業化を決定した 70 年には一般的な炭素繊維市場は存在していなかった。ほとんどの人はこんな高い糸（当
時 10 万円/kg 程度）を誰が買うのだろうかと思っていた。 
b. 炭素繊維事業はまだ幼児期の 70 年代から今日に至るまで経営トップの関心事項であった。このため、他の事
業では許されない積極策が認められ、トップの十分なサポートを得られた。 




米国の ASTM法、日本の JIS 法、ISO 国際規格の基礎となった。 
（省略） 








































































                                                  
3 Serendipity: A word coined by Horace Walpole, who says (Let.to Mann, 28 Jan.1754)that he had formed it upon 
the title of the fairy-tale ‘The Three Princes of Serendip,’ the heroes of which were always making discoveries, by 
acciedent and sagacity, of things they were not in quest of. The faculty of making happy and unexpected discoveries 




表 3-1-2 (3) 炭素繊維の開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 



























































































































































































































































っている。そのうち、我が国のアルツハイマー患者は 1割の約 94万人である（図 3-1-3 (1)）。 
 
 



























     注１：数値は有病者数である。疾病にかかっている状態にある人を有病者といい、 
         注２：下記の資料のデータにおいて、千人の単位を四捨五入したものである。 







































                                                  
4 賞状には次のように述べられている。It (Aricept) represents the first effective treatment for 

















中に 8年間の研究期間と 8億円の費用がかかったと明記されている。 



































































していった。シード化合物より 700 ぐらい化合物を合成した。シードから較べると 2 万倍
以上の活性があがっていた（図 3-1-3 (2)，化合物 2）。当時、世界最強といわれるアセチル
コリンエステラーゼ阻害活性を示した。これですぐに臨床に入るところだった。 
 
      図 3-1-3 (2) シード化合物からの発展 
 
注：塩酸ドネベジルとはアリセプトの一般名。 











はやめました」。研究に着手してから、ここまで約 3 年が経っていた。1986 年の 3 月であ
った(小野，2003)。 
しかし、ここで杉本はあきらめなかった。この化合物で、課題はバイオアベイラビリテ


































































































表 3-1-3 (1) アリセプトの開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
担当者 組織 その他 担当者 組織 担当者 組織 その他 担当者 組織













































































































































































































































































（１）背 景 (生い立ちから就職まで) 









































































































































10 センチの真空チューブに入った棒状の振動数 6269.388 ヘルツの水晶振動子と、この振




























 CMOSはいわゆる電子回路であり、水晶振動子が発する数千ヘルツの高周波を 1秒 1回
におとすこと（分周）に必要であった。腕時計のため、電池しか使えない。MOS型の LSI
の中で、CMOSという非常に消費電力の少ない LSIができないと、クォーツ腕時計は大衆
                                                  




















1972 年に精密機械メーカーとして始めて CMOS の生産を開始しており、半導体業界から
注目された（相沢，1995）。 
 ステップモータも小型化や耐震性の向上にはどうしても必要な技術であった(図 3-1-4 
(3))。低いパワーで安定して動く、電気/機械変換器の理想像を描くことから出発した。そこ








          図 3-1-4 (2) 水晶時計の仕組み 
 
   
 
     資料：『水晶時計のしくみ』（2003）http://tokeiya.cool.ne.jp/watch/kikai.htm． 
 
 55
図 3-1-4 (3) ステップモータのしくみ 
 
   
   資料：『水晶時計のしくみ』（2003）http://tokeiya.cool.ne.jp/watch/kikai.htm． 
 
以上の経緯を経て、1969 年 12 月に世界初のクォーツ腕時計を発売することになるので







































































































表 3-1-4 (1) クォーツ腕時計の開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 
担当者 組織 その他 担当者 組織 担当者 組織 その他 担当者 組織














































































































































































































































































表 3-1-5 (1) 電池負極用物質の特性 
        
標準単極電位 密度
(V) (g/cm3) (Ah/kg) (Ah/dm3)
Li -3.05 0.53 3860 2060
Na -2.71 0.97 1170 1130
Al -1.66 2.70 2980 8050
Zn -0.76 7.14 820 5860
Fe -0.44 7.85 960 7550
Cd -0.40 8.65 480 4120
Pb -0.13 11.4 260 2940
放電容量密度
 





















我が国における 2003 年の販売額は 3,055 億円となり従来の二次電池であるニッカド電池
（同 446億円）、ニッケル水素電池(同 496億円)にとってかわって、文字通り小型民生用二






















（１） 背 景（生い立ちから就職まで） 

































（１） C―C （２）Ｃ＝Ｃ （３）－Ｃ＝Ｃ－Ｃ＝Ｃ－ 
しかし、共役二重結合の場合、二重結合を形成しているπ電子は、動き回っている。つまり、電流がながれる。ちなみ
に金属の場合は自由電子が自由に動いている。ポリアセチレンの構造は下図の通り共役二重結合（吉野，2004）。 


















































                                                  
7 ポリアセチレンが二次電池負極として働いている原理的機構を量子化学的にいうと「充電によりポリアセチレンが有
しているπ電子軌道の内の最低非占有電子軌道(Lowest Unoccupied Molecular Orbital, LUMO）に電子が入り、放電
によりLUMOにいた電子が放出される」という現象である。ポリアセチレンで実際に働いているのはπ電子とπ電子軌































































































































表 3-1-5 (2) リチウムイオン二次電池の開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 
担当者 組織 その他 担当者 組織 担当者 組織 その他 担当者 組織











































































































































































































































3.1.6 DNA 分析装置「キャピラリーアレーＤＮＡシーケンサー」 
 














（１） 背 景 (生い立ちから開発に着手するまで) 







                                                  
8 ヒトゲノム計画 (The human genome project)：ヒトゲノムの 30億の全塩基配列を解読する等を目的としたプロジェ






伝情報はこれら 4つの文字で書かれた文章にあたる。ヒトの遺伝情報は約 30億の文字からなる。それぞれの細胞が 30
億の文字を書き込んだゲノムをもっていることになる（ハイテク用語集，2005）。 
10 Science(16February 2001，P.1201)によると、ヒトゲノム計画に貢献した影の主役(unsung heroes)の中にキャピラ
リーアレーDNAシーケンサーを開発した人々も選ばれている。それは日本の神原秀記とカナダのNorm Dovichiである。
さらに、analytical chemistry(1January2002, volume 74, issue 1,23A-26A)によれば、シースフロー（sheath-flow）方
式のキャピラリーアレーDNAシーケンサーについて最初に論文を提出したのは神原であり（Nature 1993,361,565-566）、













































































参考に、蛍光標識を使用した DNA分析の基本的な手順は次の通り（図 3-1-6(1)）。 

















定しようとするＤＮＡの長さの 5～10 倍の長さの塩基配列を決定する必要がある。 




















のである（図 3-1-6 (2)）。DNA シーケンサー開発のプロセスで、和田プロジェクトに入っ
たことは、大きな出来事だったと神原は述懐している。 
 
          図 3-1-6 (2)  国産初 DNA シークエンサー 
        
   注：２枚のガラス板に挟まれた 0.3ｍｍの厚さのゲル板に、側面からレーザーを入射させる。全ての泳動路を
同時に照射できるので、レーザースキャン（図 3-1-6(1)）に比べて１桁以上高い検出感度を実現している。 




















































誕生した(神原，2004).。この成果を 1992年 11月の浜松の国際会議で発表した。  
 
図 3-1-6 (3) シースフロー方式キャピラリーDNA シーケンサー 
 
 
資料：神原秀記(2004)｢キャピラリーアレーDNA シーケンサーの開発｣『現代化学』(2004 年 7 月)，66-69.P.68 
 





































    図 3-1-6 (4) 第 2世代キャピラリーアレーDNA シーケンサー 
 
 

























  ・ 関連会社を含めた分析計測機器生産能力 
 
（その他） 
  ・ 「DNA の抽出・解析・合成」プロジェクト(1981 年～1987 年)（科学技術振興調
整費）のうち後半 3年間参加 









表 3-1-6 (1) DNA 分析装置の開発経緯と創造性の三つの要素の関連 
 




























































































































































































































レンズ付きフィルムは 1986年 7月 1日に日本で発売された(富士写真フィルム，2004)。
世界で初めての商品である11。開発したのは富士写真フィルム株式会社である。2002 年末




























                                                  
11コダックが同一商品を市場に導入するのは 1987年後半と 1987年 2月 20日にアナウンスしている
（Democrat&Chronicle1987 Feb.20）。このため富士写真フィルムが販売開始をした 1986年 7月 1日より遅い。 
 85
ことで信頼を徐々に勝ち取り、実績を積んでいった。帰国時には全てのカラー製品の技術




















































































































図 3-1-7 (1) 「写ルンです」フィルム給送メカニズム 
 
資料：持田光義、大村紘、武井尚司(1987)「フジカラー“写ルンです”,”写ルンですＨｉ“」 

























































表 3-1-7 (1) レンズ付きフィルムの開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 















































































































































































         図 3-1-8 (1) AIBO の自律行動のしくみ 
 
 











（１） 背 景（生い立ちから開発を始めるまで） 
















































































      図 3-1-8 (2) 最初に作られた六本足ロボット 
 
     











































は”OPEN architechture for Robot entertainment” の略で、エンターテインメントロボッ
ト向けのオープンアーキテクチャという意味である（「AIBO誕生！」編集委員会，2000）。 












































































表 3-1-8(1) AIBO の開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
 
担当者 組織 その他 担当者 組織 担当者 組織 その他担当者 組織
















































































































































































































































                                                  
12 ソニー株式会社 エンタテインメントロボットカンパニー プレジデント 天貝佐登史， 




















（１）背 景 (生い立ちから就職まで) 







































































       資料：花王株式会社『エコナ』2004 年 9 月 4日検索，http://www.kao.co.jp/econa．  



























































や保健所に研究者を送った。また、1998 年 11 月に肥満学会があり、ここでのエコナの機
能について発表した。この発表は記事や TVで紹介された。これも非常に宣伝効果があった。
流通にも伝わっていった。こうして、花王にはいつしか販売していないエコナについて問
































































表 3-1-9 (1) 健康エコナの開発経緯と創造性の三つの構成要素の関連 
































































































































































































































































Step 1) 組織によって分野を設定される。 
Step 2) 分野内で担当者が自由に取り組むテーマを決める。 
Step 3) テーマについて担当者が情報収集等をし、基本的なアイデアを作り出す。 
























表 3-2-1 ９つの独創的な商品開発のプロセス（アイデア形成中心） 









































































































































































































































































































































































































































































評価する。３）目標を修正し、次に取るステップを決定する。漸進主義者の代表者はMintzbergである (Tidd, Bessant, 













































































































































































図 3-2-1 独創的な商品開発を担う研究者・技術者の創造性の構成要素 
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各開発担当者の主な意見を参考のため整理した（表 3-2-5, 表 3-2-6）。 
 





b.  受身でなく、自ら考えて行動できる人（事業のあるべき姿を常に考えて行動できる人）。（三井） 
c.  失敗を恐れず、まず、やる人（やる前から否定せず、まず、やってみること）。（三井） 




f.  何事にも関心を持つこと。（持田） 
g.  新しいことに積極的に興味を持つ。（天貝、景山） 
































注：（  ）内の略称は以下の通り（敬称略、順不同） 
松井：松井充 暗号アルゴリズム開発担当者、森田：森田健一 炭素繊維 研究開発担当者 
三井：三井茂雄 炭素繊維 生産技術開発担当者、杉本：杉本八郎 アリセプト開発担当者 
相沢：相沢進 クォーツ腕時計開発担当者、吉野：吉野彰 リチウムイオン二次電池開発担当者 
神原：神原秀記 高速DNA分析装置開発担当者、持田：持田光義 レンズ付きフィルム開発担当者 
天貝・景山：天貝佐登史、景山浩二 AIBO 事業経営・開発担当者、安川：安川拓次 健康エコナ開発担当者 
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11)  実際の商品開発を経験させる。短いものでよい。1－2年のもの。（吉野） 
12)  ＯＪＴで鍛えて、修羅場を経験させ、成功の機会を与えて、自信とやる気を持たせる。（三井） 
13)  多くの場面を作り、それに遭遇させる事により自分に何がむいているかを感じさせる。（持田） 
14)  失敗から学ぶ姿勢を求める（責任を逃れさせない）。（三井） 

























第 4章 結 論 
 



















説 明（図 4-1-1） 
① 独創的な商品開発のプロセス（アイデア形成中心）の内容 
Step 1) 組織によって分野を設定される。 
Step 2) 分野内で自由に担当者が取り組むテーマや課題を決める。 
Step 3) テーマについて担当者が情報収集等をし、基本的なアイデア作り出す。 







































































3)  誰もやったことのないことをやる（競争相手が少ないところを目指す）。 






























 示唆 1：大学における先端分野での新規学科のより迅速な設立システムを検討する。 






























3)  誰もやったことのないことをやる（競争相手が少ないところを目指す）。 









































































































元セイコーエプソン株式会社 専務取締役 相沢進 
花王株式会社 ヘルスケア第 1研究所 所長 安川拓次、広報部門 課長職 滝本忠 
京都大学大学院薬学研究科 創薬神経科学講座 客員教授 杉本八郎 
旭化成エレクトロニクス株式会社 電池材料事業開発室 室長 吉野彰、旭化成株式会社 
広報室 課長 中村雅夫 
東レ株式会社 顧問 三井茂雄、有限会社オキシド 代表取締役 森田健一、東レ株式会
社 広報室 山縣義孝 
株式会社日立製作所 中央研究所 フェロー 神原秀記、企画室 部長 内田史彦、木下
登美子 
ソニー株式会社 エンタテインメントロボットカンパニー プレジデント 天貝佐登史、
第 1統括部 総括部長 景山浩二 
ソニー株式会社 渉外部 2課 課長 今里直、係長 梶達雄 
三菱電機㈱ 情報技術総合研究所 情報セキュリティ技術部 次長 松井充 
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調 査 票 
独創的な商品開発を担う研究者・技術者の育成・支援の研究 
文部科学省 科学技術政策研究所 
商品名：                                       
開発企業名：              開発担当者名：                    
ヒアリング予定日：                                
（１）事実の把握 
バックグラウンド 





















































② 資金はどの程度自由でしたか？  
③ 時間管理、スケジュール管理はどの程度自由でしたか？ 
④ チャレンジすることを奨励している環境でしたか？ 















































日 時：2004年 7月 2日 14：00～16：00 
場 所：三菱電機㈱情報技術総合研究所（神奈川県鎌倉市大船 5-1-1） 
話し手：三菱電機株式会社  
情報技術総合研究所 情報セキュリティ技術部次長 松井 充 
聞き手：文部科学省科学技術政策研究所 第２研究グループ 上席研究官 石井正道 
































































































































































































































































































【松井】  まあ１年ぐらいですね。 
＜このときにはいわゆる自主研究でずっとやられていた。＞ 





















































































































































































































































































































松井 充（まつい みつる）氏 略歴 
 
生 年 月 日 196 1年 9月
卒 業 年 月
198 0年 3月 私 立 甲 陽 学 院 高 校 卒 業
198 5年 3月 京 都 大 学 理 学 部 卒 業
198 7年 3月 京 都 大 学 理 学 研 究 科 数 学 専 攻
修 士 課 程 卒 業
年 　 月 組 織 名 ポ ジ シ ョ ン
198 7年 4月 三 菱 電 機 ㈱ 入 社
情 報 電 子 研 究 所 研 究 員
199 6年 4月 情 報 技 術 総 合 研 究 所 主 任 研 究 員
199 8年 10月 同 上 チ ー ム リ ー ダ ー
200 4年 4月 同 上 次 長
(現 在 に 至 る ）
職 歴
学 校 名














日 時：2004年 7月 28日 13：00～16：00 
場 所：東レ㈱東京本社（東京都中央区日本橋室町 2丁目 2番 1号） 
話し手1：  
東レ株式会社 顧問 三井茂雄 
有限会社 オキシド 代表取締役 森田健一 
聞き手：文部科学省科学技術政策研究所 第２研究グループ 上席研究官 石井正道   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜よろしくお願いいたします。＞ 















































































































































































































































































































































































































【三井】  ３０人弱ですね。 
＜そのときのいわゆる技術課題というのは、どういう課題になるんですか。高強度化をするためには技術
課題があるんでしょう。＞ 


















































































【森田】  有名になって。 
【三井】  トレカがいいということになって。 
＜それで、日本のファンにアピールできて、それで逆にアメリカでつくったやつが、今度、日本へと。＞ 
【森田】  日本へ、どんどん輸入してね。 
【三井】  それで、日本のスポーツメーカーがやり始めました。 
＜日本のメーカーもつくり始めたと。＞ 
【森田】  （アメリカのは）最初のうちだけね。 
【三井】  日本人は非力ですからね。アメリカ人の太い腕で、スチールのシャフトでも平気で振り回す
世界とは違いますから。やっぱり軽くて、使いやすいクラブは、日本で伸びたですね。 
【森田】  最近は向こうも……。 
【三井】  なっちゃったね。 
【森田】  あのころは、アメリカのプロは、カーボンファイバーなんか使わなかったんですよ。スチー
ルシャフトがいいというので。もっとも、最初のやつはふにゃふにゃして、うまく打ちにくかった。 



















【森田】  そうそう。 
＜まず、相手が選んだ用途がまずかったということですか。＞ 





【三井】  今、盛んに使われているのは飛行機と言っても、ボディーですからね。 
＜逆に東レさんは繊維会社だったから、よかったんですね。最初にエンジンをやる必要はなかったんだか
ら。＞ 
【三井】  買ってくれるところなら、どこへ持っていっても良かったわけです。 
















































































































































































































【森田】  実質的にはないんですよ。もうなくなってね。名前も変わったんですけれども、中身はもう。 














【三井】  難しい。 

















【森田】  それは好きだったですね。好きでした。 
＜特に好きになるきっかけとか、そういうのは何かおありだったんですか。＞ 
【森田】  それはちょっと思い出せません。 
＜理学部をお選びになったんですけれども、いつごろから研究者とか、技術者になろうかなと思われ始め
たんですか。＞ 
【森田】  それは卒業論文を始めたころですね。大学で。研究を始めたころですね。 
＜その前に理科系を選ぼうと思ったのはいつごろですか。＞ 






















































































































































































































































【森田】  そうです。 
＜その前の杉山産業科学研究所とか、シカゴ大学の研究所の経験というのは役に立ちましたか。＞ 









































三井茂雄（みつい しげお）氏 略歴 
  
卒 業 年 月
1 9 5 5年 3月 島 根 県 立 松 江 高 等 学 校 卒 業
1 9 5 9年 3月 名 古 屋 工 業 大 学 工 業 化 学 科 卒 業
年 　 月 組 織 名 ポ ジ シ ョ ン
1 9 5 9年 4月 東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社 入 社
1 9 6 5年 2月 滋 賀 工 場 ナ イ ロ ン 技 術 課 部 員
1 9 7 1年 3月 愛 媛 工 場 製 造 部 技 術 室 主 任 部 員
1 9 7 3年 1月 上 記 兼
新 事 業 推 進 室 ト レ カ 室 主 任 部 員
1 9 7 4年 1 2月 生 産 技 術 部 主 任 部 員
1 9 7 6年 2月 生 産 技 術 第 1部 第 3課 課 長
1 9 7 8年 1 2月 愛 媛 工 場 製 造 部 ト レ カ 室 室 長
1 9 8 3年 6月 愛 媛 工 場 ト レ カ 製 造 部 部 長
1 9 8 6年 1月 生 産 技 術 部 第 1部 兼 部 長
技 術 セ ン タ ー 企 画 室 主 幹
1 9 8 7年 6月 繊 維 ・ 複 合 材 料 生 産 等 担 当 理 事
1 9 8 9年 6月 同 上 取 締 役
1 9 9 1年 6月 新 事 業 開 発 部 門 長 、 常 務 取 締 役
生 産 本 部 長
1 9 9 2年 6月 技 術 セ ン タ ー 所 長 、 同 上
生 産 本 部 長
1 9 9 3年 6月 技 術 セ ン タ ー 所 長 、 専 務 取 締 役
複 合 材 料 事 業 部 門 統 括 等
1 9 9 4年 6月 複 合 材 料 事 業 部 門 全 般 等 代 表 取 締 役
副 社 長
1 9 9 9年 6月 東 レ 株 式 会 社 退 任 相 談 役
2 0 0 1年 6月 顧 問
(現 在 に 至 る ）
職 歴
学 校 名
出 身 地 大 阪 府
学 歴
生 年 月 日 1 9 3 5年 7月
 
 
森田健一（もりた けんいち）氏 略歴 
  
生 年 月 日 1 9 2 8年 1 2月
卒 業 年 月
1 9 4 9年 第 一 高 等 学 校 一 年 終 了 （ 旧 制 最 後 の 年 ）
1 9 5 4年 3月 東 京 都 立 大 学 理 学 部 化 学 科 卒 業
年 　 月 組 織 名 ポ ジ シ ョ ン
1 9 5 4年 4月 財 団 法 人
杉 山 産 業 化 学 研 究 所 研 究 者
1 9 5 9年 2月 シ カ ゴ 大 学 R e s e a r c h
B e n  M a y  L a b o r a t o r y  f o r  A s s o c i a t e
C a n c e r  R e s e a r c h
1 9 6 4年 東 レ ㈱ 基 礎 研 究 所 研 究 員
1 9 7 6年 同 ・ 愛 媛 研 究 室 室 長
1 9 8 4年 同 ・ 基 礎 研 究 所 研 究 主 幹
1 9 8 9年 桐 蔭 横 浜 大 学 教 授
2 0 0 2年 （ 有 ） オ キ シ ド 代 表 取 締 役
(現 在 に 至 る ）
職 歴
学 校 名














             （プロセス・設備開発にブレークスルーが必要） 
２．“トレカ“の場合 










Ｂ．コンポジット性能向上  炭素繊維としての品質設計 








 （１）ＰＡＮ繊維の技術・生産力（人、Know How） 
 （２）合繊繊維（特に、フィラメント）の技術・生産力（人、Know How） 
 （３）繊維の高次加工技術力 
 （４）東レリサーチセンタ、東レエンジニアリングなど東レグループの力 













１． 目標を決める。   
（１）やれる目標でなく、やるべき目標（ユーザーの目標との整合性、他社との競争力比較） 
































              図２ 単糸強度の分布 
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              図３ 愛媛工場組織図 
 
   
             図４ 単糸の破断開始欠陥 
 201
③ クォーツ腕時計「セイコークォーツ 35SQ」 
日 時：2003年 12月 16日 14：00～18：00 
場 所：相沢進氏宅（長野県 諏訪市） 
話し手：セイコー エプソン 株式会社 
元専務取締役 相沢進 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































相沢 進（あいざわ すすむ）氏 略歴 
生 年 月 日 19 3 2年 1 1月
卒 業 年 月
19 5 1年 3月 神 奈 川 県 立 湘 南 高 等 学 校 卒 業
19 5 6年 3月 東 京 大 学 精 密 工 学 科 卒 業
19 6 2年 3月 東 京 大 学 電 子 工 学 科 特 別 研 究 生 (2年 間 ） 修 了
年 　 月 組 織 名 ポ ジ シ ョ ン
19 5 6年 4月 第 二 精 工 舎 入 社
諏 訪 工 場 　 工 務 部 技 術 課
19 5 9年
1 9 6 3年 技 術 部 電 子 課 課 長 取 り 扱 い
19 6 5年 技 術 部 第 一 研 究 課 課 長
19 6 9年 ク ォ ー ツ 腕 時 計 3 5Ｓ Ｑ を 完 成
19 6 9年 1 1月 信 州 精 機 （ 後 の エ プ ソ ン ）
広 丘 工 場 工 場 長 代 理
19 7 6年 諏 訪 精 工 舎 　 取 締 役 信 州 精 機 常 務 取 締 役 兼 任
19 8 0年 諏 訪 精 工 舎 専 務 取 締 役 信 州 精 機 専 務 取 締 役 兼 任
研 究 開 発 本 部 長
19 8 1年
1 9 8 5年 セ イ コ ー エ プ ソ ン ㈱ 専 務 取 締 役
19 9 4年 同 社 顧 問
19 9 6年 イ ー エ ム シ ス テ ム ズ 副 社 長
20 0 1年 社 団 法 人 企 業 研 究 会 開 発 塾 顧 問
(現 在 に 至 る ）
学 校 名
諏 訪 工 場 が 諏 訪 精 工 舎 と し て
独 立
諏 訪 精 工 舎 と エ プ ソ ン （ 旧 信
州 精 機 ） が 合 併 し て セ イ コ ー
エ プ ソ ン ㈱ が 発 足




















日 時：2004年 6月 10日 13：00～15：00 
場 所：旭化成エレクトロニクス株式会社（東京都新宿区西新宿 1-23-7ファーストウエスト 17階） 
話し手：旭化成エレクトロニクス株式会社 電池材料事業開発室 室長 
旭化成グループフェロー 吉野 彰 
旭化成株式会社 広報室 中村 雅夫 

















































































































































































































































































































































































































































日 時：2004年 6月 21日 13：00～14：30 
場 所：株式会社 日立製作所（東京都国分寺市東恋ヶ窪 1-280） 
話し手：株式会社 日立製作所 
     フェロー 神原秀記 
中央研究所 企画室 技師 木下登美子 







































































































































                                                  












































6 ＬＣ(liquid chromatography) 液体クロマトグラフィー。クロマトグラフィーとは試料成分の２相間への分布の差異
を利用して、多成分混合物から各成分を分離分析する方法の一つ。 





































                                                  










































































































































































 それで、和田先生のところに入れてもらったおかげで、研究室というのが、当時は年間 3,000 万ちょっ
とでしたけれども、3年間、もう何も言わなくてもお金が来ましたから、これはもううれしかったですね。
3年間で 9,000万ちょっと来たんですよ。それで装置を開発したんです。 



















































































































































































































































































































                                                  


































































































1972年 4月 ㈱日立製作所　中央研究所入社 研究員
1977年 10月～ UC Berkeley, Space Sciences Lab. Visiting Researcher
1979年 1月
1981年 8月 ㈱日立製作所　中央研究所入社 主任研究員
1985年 4月 ㈱日立製作所　基礎研究所 主任研究員
1989年 8月 ㈱日立製作所　基礎研究所 主管研究員
1990年 2月 ㈱日立製作所　中央研究所 主管研究員
1994年 8月 ㈱日立製作所　中央研究所 主管研究長
2000年 2月 ㈱日立製作所　中央研究所 技師長
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DNA 分析装置「キャピラリーアレーDNA シーケンサー」（２回目） 
日 時：2004年 12月 15日 10：30～11：20 
場 所：株式会社 日立製作所（東京都国分寺市東恋ヶ窪 1-280） 
話し手：株式会社 日立製作所 
       フェロー 神原秀記 
中央研究所 企画室 部長 内田史彦 


























































































































































































































【神原】  ええ、計測技術だからね。感覚としてはそう違わないだろうという感じ、しますよね。 
＜計測技術は質量分析のほうでかなりおやりになっているから。＞ 


































日 時：2004年 8月 6日 10：30～12：30 
場 所：文部科学省 Ｍ１０会議室（東京都千代田区丸の内 2-5-1） 
話し手：元 富士写真フィルム㈱ 営業第一本部  
担当部長 持田光義 
























































































































































































































































































































































【持田】  商品企画と品質管理・評価です。 
＜その専門と本商品開発のアイデアと関係はありますか。＞ 





























































































































































































































































































































































































































































































持田光義（もちだ みつよし）氏 略歴 
  
生 年 月 日 1 9 4 0 年 9月
卒 業 年 月
1 9 5 9 年 3月 県 立 沼 津 東 高 校 卒 業
1 9 6 3 年 3月 千 葉 大 学 工 学 部 写 真 工 学 科 卒 業
年 　 月 組 織 名 ポ ジ シ ョ ン
1 9 6 3 年 4月 富 士 写 真 フ ィ ル ム ㈱ 入 社
足 柄 工 場
1 9 7 1 年 7月 本 社 輸 出 部
デ ュ セ ル ド ル フ 支 店 主 任
1 9 7 9 年 4月 足 柄 工 場 課 長
1 9 8 4 年 8月 本 社 営 業 本 部
営 業 技 術 部 課 長
1 9 8 9 年 1月 富 士 宮 工 場 課 長
1 9 9 1 年 7月 本 社 営 業 第 一 本 部 担 当 部 長
2 0 0 0 年 9月 退 職
(現 在 に 至 る ）
職 歴
学 校 名












日 時：2004年 7月 6日 10：00～11：30 
場 所：ソニー株式会社 エンタテインメントロボットカンパニー 
（東京都港区新橋 5-11-3 新橋住友ビル） 
話し手：ソニー株式会社 エンタテインメントロボットカンパニー 
         プレジデント 天貝佐登史 
第１開発部 統括部長 景山浩二 
ソニー株式会社 渉外部 2課  
課長 今里 直 
係長 梶 達雄 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































1992年 9月 ソニーエレクトロニクス（ San Diego) VP
デ ィスプレイ経営企画
1997年 9月 本社人事部門グローバル人事企画　帰任 担当部長
　　　　　　　 11月 R&D人 事部 統括部長
1999年 4月 ホームネットワークカンパニー
ホームディスプレイカンパニー事業戦略部 統括部長


































日 時：2004年 1月 9日 13：30～15：00 
場 所：花王株式会社ヘルスケア第１研究所（東京都墨田区文花 2-1-3） 
話し手：花王株式会社 ヘルスケア第 1研究所 所長 安川拓次 
広報部門 課長 滝本 忠 
聞き手：文部科学省科学技術政策研究所 第２研究グループ 上席研究官 石井正道   
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜いつお生まれになったのですか。＞ 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































演 題 「アルツハイマー型痴呆症治療薬開発の夢を追って」 
講 師  京都大学大学院 薬学研究科 
客員教授 杉本 八郎 氏 
日 時  平成１６年６月２日（水） １３時３０分～１５時３０分 
場 所  三菱ビル９階 964・965室（科学技術政策研究所 外部スペース） 
        〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-1 
 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































1996年 7月 広島大学医学部総合薬学科 薬学博士
年　月 組織名 ポジション
1961年 4月 エーザイ株式会社東京研究所 研究員
1968年 4月 同社　製薬研究所 研究員
1981年 4月 同研究所 主任研究員
1982年 4月 同社筑波研究所化学系 主任研究員
1984年 4月 同社研究開発本部研究第一部二室 主任研究員
1987年 4月 研究開発本部探索第一研究部二室 主任研究員
1990年 4月 人事部採用プロジェクト 担当課長
1997年 4月 筑波探査研究所 副所長(理事）
2000年 4月 創薬第一研究所 所長（理事）
2003年 3月 同社定年退職
























































































































Davies P, MaloneyAF. Lancet 1976; 2: 1403.
●コリナージックシステム(ChAT活性）の減少と
痴呆の程度が相関することを報告した。
Perry EK, Gibson PH, Blessed G, Perry RH, 
Tomlinson BE.


















































































































































































IC50 =     620 nM電気ウナギ由来の酵素を使用










































1 IC50 = 12600 nM
IC50 = 55 nM４























































































































































































































































































































0.125 0.5 1.0    0.25 0.5 1.0






























28Rogers, S.L. et al. : Eur. Neuropsychopharmacology, 8, 67 (1998) 























































英国で医師からBritish Medical Journal （１９９９年１２月４日号）に寄せられた
アリセプトの効果に関する症例報告である。　“認知機能改善に加え、患者、そ
の家族にとって大切である書字障害改善を認めた”　と報告している。
ドネペジルの書字障害の改善報告　（英国）
 
 
スライド30 
30
１　極めて新規性の高いAChE阻害薬である。
２　強いAChE阻害作用と高い選択性を有する。
３　末梢に比較して高い脳内濃度を保つ。
４　長い作用時間から一日一回投与を可能にした。
５　ADAS-cogとCIBICplusの臨床結果は
　　プラセボと比較して高い有効性を示した。
ドネペジルの特長
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スライド31 
31
•アルツハイマー病は徐々に神経が死んでいく
•ベータアミイロイドが固まって老人斑となり毒性を示す
•タウ蛋白がリン酸化されて神経原繊維変化して毒性を示す
β-アミロイド仮説と神経原繊維変化
 
 
スライド32 
32
APP
N C
α-secretase
enhancer
β-secretase
inhibitor
Aβ40
αβ γ
p3
CTFα CTFβ（C-100)
Aβ42(43)
Deposits
Therapeutic approach
Cell Death
protofibril
(β-sheet Aβ) clearance
Clearance 
enhancer
β-sheet
breaker
Aβ binding
inhibitor
γ-secretase
inhibitor
Apoptosis
inhibitor
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